
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
当
協
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
格
別
な
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
か
ら
地
元
の
ご

理
解
と
飯
山
市
の
ご
協
力
を
頂

き
、
旧
外
様
保
育
園
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
西
部
地
域
の

介
護
の
拠
点
と
し
て
、
仮
称
外

様
介
護
セ
ン
タ
ー
（
デ
イ
サ
ー

が
い
者
へ
の
虐
待
、
孤
立
死
、

悪
徳
商
法
被
害
、
若
年
者
の
就

労
問
題
、
災
害
に
備
え
た
要
援

護
者
の
支
援
体
制
、
又
、
社
会

生
活
の
希
薄
化
等
、
新
た
な
福

祉
課
題
、
生
活
課
題
が
次
々
と

顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
活
動
な
ど
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
、
地
域
に
密
着
し

た
住
民
主
体
の
活
動
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
が
大
切
で
す
。

　

改
正
介
護
保
険
法
、
障
害

者
自
立
支
援
法
に
沿
っ
て
、
地

域
に
重
点
を
置
い
た
制
度
改
革

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
政

権
交
代
に
よ
り
そ
の
方
向
が
今

だ
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
今
年
も
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
、
共
に
支
え
あ
う
地

域
づ
く
り
に
専
心
努
力
い
た
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

活
動
の
目
標
を
、
次
に
掲
げ

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の

建
設
に
着
手
、
今
年
の
四
月
か

ら
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　
さ
て
、
地
域
社
会
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
本
格
化
す
る
少
子

高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
高
度
情

報
社
会
の
進
展
、
更
に
は
地
球

規
模
で
の
環
境
問
題
な
ど
多
く

の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
成
長
を
支
え
て
き
た

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
転

換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
、
児
童
や
高
齢
者
、
障
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いいやま

　　
賀　正

デイサービスの新年

薬草風呂でポッカポカ

年
頭
の
ご
挨
拶

災
害
の
と
き
、
ど
う
し
た
ら
…

　

第
一
に
、

「
多
様
化
す
る
個
別
の

ニ
ー
ズ
に　

対
応
」

　

第
二
に
、

「
福
祉
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
」

　

第
三
に
、

「
住
民
主
体
の
支
え
合
い
に

よ
る
地
域
福
祉
の
推
進
」

　

こ
の
１
年
が
、
市
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
夢
と

希
望
に
満
ち
溢
れ
た
幸
多

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

社
会
福
祉
法
人

　
　
　

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

会 

長　

岸 

田　

勉

　

12
月
22
日
（
火
）、
瑞
穂
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
皆

さ
ん
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
瑞
穂
を
慰
問
し
、
独
自

に
収
穫
・
乾
燥
さ
せ
た
薬
草
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
・
瑞
穂
地
区
社
協
会
長
か
ら
、
利
用
者
の
太
田
志

づ
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
（
左
の
写
真
）。

　
こ
の
薬
草
は
、
以
前
よ
り
い
た
だ
い
て
い
て
お
り
、
お
風

呂
に
入
れ
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
、

「
温
泉
み
た
い
で
、
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
」

「
自
分
も
昔
、
モ
グ
サ
や
ド
ク
ダ
ミ
を
干
し
た
が
、
た
い
へ

ん
だ
っ
た
。
そ
れ
を
思
う
と
た
く
さ
ん
頂
い
て
あ
り
が
た

い
。」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

職
員
か
ら
も
、

「
午
前
中
に
入
る
と
、
夜
、
布
団
に
入
る
ま
で
ポ
カ
ポ
カ
し

て
良
い
と
い

う
声
が
多

い
。」

と
、
感
謝
の

言
葉
が
出
て

い
ま
し
た
。

　

お
か
げ

様
で
大
変

喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

瑞
穂
地

区
社
協
の

皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

佐藤会長（左）から薬草を受け取る太田さん
建設中の外様介護センター（仮称）

災害時支え合いマップづくりの様子

　

12
月
12
日
（
土
）
外
様
地
区

尾
崎
区
に
お
い
て
、
災
害
時
住

民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
成
を
、

区
役
員
等
参
加
の
も
と
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
作
成
事
業
は
、

長
野
県
で
は
平
成
17
年
度
か
ら

始
ま
り
、
飯
山
市
内
に
お
い
て

は
、
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
、

平
成
18
年
度
木
島
地
区
か
ら

取
り
組
み
を
始
め
、
現
在
各
地

区
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
、
外
様
地
区
（
法
寺
・
中
条
・

中
曽
根
・
尾
崎
・
顔
戸
）
に
お

い
て
マ
ッ
プ
作
成
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ

プ
に
は
、地
区
内
に
お
い
て
「
集

落
の
現
状
（
危
険
箇
所
・
避
難

場
所
・
人
的
資
源
等
）」、「
地

形
等
の
確
認
」、「
高
齢
者
宅
の

確
認
」、「
災
害
時
に
助
け
が
必

要
な
方
（
要
援
護
者
）」
な
ど

を
マ
ッ
プ
の
上
で
視
覚
的
な
表

示
に
よ
り
確
認
し
、
緊
急
時
に

対
応
し
て
い
く
と
い
う
目
的
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
等

に
関
わ
ら
ず
、
平
常
時
の
支
援

づ
く
り
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　

今
回
、
尾
崎
区
で
は
マ
ッ
プ

作
成
に
あ
た
り
、
区
民
の
皆
様

か
ら
同
意
を
頂
き
、
①
独
居
世

帯
、②
区
役
員
宅
、③
消
火
栓
、

④
公
会
堂
、
⑤
災
害
時
の
一
時

避
難
場
所
等
を
確
認
し
合
い
ま

し
た
。

　

作
成
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
か

ら
は
、「
改
め
て
地
区
内
を
見

直
す
機
会
に
な
っ
た
」「
緊
急

時
に
は
、
区
内
全
員
が
無
事
で

避
難
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」

「
こ
れ
か
ら
年
々
更
新
し
て
い
っ

て
欲
し
い
」
等
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
、
新
た
に
取
り
組

み
を
行
い
た
い
地
区
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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みんなで地図とにらめっこ


